第1回リニモ沿線地域づくり会議における主な委員発言と対応状況
	発言概要
	対応状況等

	沿線の市街地整備

	· 沿線におけるハード整備事業は、時間はかかるが定住人口を増やす確実な方法であり、ぜひ推進して欲しい。

· 区画整理などにより宅盤整備がなされ、利便施設が立地した段階で、戸建て住宅、共同住宅の建設を検討したい。

· 区画整理などにより宅盤整備がなされ、利便施設が立地した段階で、戸建て住宅、共同住宅の建設を検討しづらい。
	①長久手中央土地区画整理事業の実施に向け、事業主体となる組合の設立認可に係る同意書収集中。これに先立ち発起人会が商業街区への進出希望者を募集し、最優秀協力事業者として「イオンリテール㈱」を選定。〈長久手町〉
②また、長久手中央地区北側周辺や公園西駅周辺では市街化区域編入等を通じた新たな市街地形成を図る旨を新しい「長久手町都市計画マスタープラン」（本年３月末策定）に記載予定。〈長久手町〉

③このほか、豊田市八草地区や日進市北新地区においても、地元組織とともに市街地整備手法や土地利用計画を検討中。〈豊田市、日進市〉

	若者・学生に魅力ある施設

	· 学生や研究者等が増えても、通過してしまうことがないよう、沿線で楽しめる施設が必要である。

· 駅周辺の沿線開発が進み、魅力ある施設が整備されれば学生もリニモを利用するのではないか。

· 構想は理念が先行しており、単純に食べる場所が無いなど、まちにあるべき楽しさ、面白さが欠けているのではないか。
	⑤H22年10月にオープンする地球市民交流センターでは学生も楽しめる多彩な体験プログラムやイベントを開催。また、センター内に飲食・物販店を配置する予定。〈県〉

⑥長久手中央土地区画整理事業の商業街区の最優秀協力事業者として選定された「イオンリテール㈱」からは、総合スーパーのほか、物販店、飲食店、エンターテイメント施設などバラエティ豊かな専門店が建ち並ぶショッピングモールが提案されており、学生など若者に魅力ある施設の実現に向けて事業者と協議中。〈長久手町〉

	学生のまちづくりへの参画

	· 沿線大学には２万人以上の学生が在籍しており、学生の利便性向上を図ることは重要な課題。学生の提案事業を通じて、学生視点に立った地域づくりの検討も必要である。

· 学生の立場からリニモをどのようにしたら楽しんで乗ってもらえるか、積極的な提言を聞きたい。

· とにかくリニモを利用してもらうことが重要で、当面は大学などから提案された事業を推進することが必要である。

· 今会議への参加をきっかけに、学生の提案事業にも積極的に協力したい。

· 学生提案事業も提案だけでなく実行に移せる仕組みを示すと、学生もより積極的に参加することにつながる。
	⑥リニモの利用状況や沿線のまちづくりについて、沿線10大学の学生へのアンケートを実施。〈県〉

⑦また、若者の感性を活かして沿線の魅力を発信するため、沿線大学の学生が作成した情報誌を発行。〈長久手町〉
⑧沿線まちづくりに関する提案募集については、次の３つのテーマを採択し、リニモの利便性向上やリニモ利用を促進するまちづくりのあり方などの調査研究を促進。〈県・沿線市町〉

　　・リニモ（マクロ）・Ｎバス（メゾ）・徒歩（ミクロ）でつながるまちとヒト～県大生の視点から～
（愛知県立大学、金城学院大学、名城大学）

　　・学生のリニモ利用を促進するまちづくりのあり方　（南山大学）
　　・古戦場地区における大学生集客の可能性に関する調査　（名古屋商科大学）
⑨当事業については、まちづくりの実践を応募の条件とするなどいっそう充実した形で来年度も継続する予定。〈県・沿線市町〉

	住民への情報提供・住民との協働
	

	· 長久手町は、まだまだ人口が増加しており、リニモを新住民に対してしっかりアピールする必要がある。
	⑩昨年11月19日に愛知県立大学で「リニモを活かしたまちづくり」をテーマとするシンポジウムを開催。〈県・沿線市町〉
⑪クルマと公共交通機関等をかしこく使い分ける「エコ　モビリティ　ライフ」を推進するため、「リニモねっと」など市民団体等のモデル的な取組を支援。〈県〉
⑫長久手町広報（Ｈ22年２月号）でリニモの特集記事を掲載し、リニモの利便性や将来のまちづくりをアピール。〈長久手町〉

	通勤・通学転換の促進

	· 学生、会社員の通学、通勤利用の推進については、流れに任せていてもなかなか進まない。何かしらの誘導策を検討する必要がある。
	⑬Ｈ20年度に沿線の企業・大学を訪問して通勤・通学転換を要請。今年度は沿線住民にリニモ利用のアンケート調査（４千世帯に配布）を実施するなど、モビリティ・マネジメントの手法を用いつつ、自動車からリニモなど公共交通機関への転換を促進。〈県〉

	八草駅からのアクセス強化・八草駅周辺のまちづくり

	· 八草駅から、各方面に行けるような工夫などを検討してほしい。
	⑭豊田市では、本年２月に八草を含む保見地区でデマンドバスを実験運行。実験中は八草駅から浄水駅、豊田厚生病院等へ移動が可能に。今回の結果等を踏まえ、保見地区のコミュニティバスの改変等について検討中。〈豊田市〉
⑮一方、瀬戸市では、Ｈ18年12月に八草駅を起点とする中心市街地方面への移動のため、市コミュニティバス上之山線を導入。昨年10月には他の交通機関との接続に配慮して、運行ダイヤの一部を改正。〈瀬戸市〉

	· 八草駅周辺には学生が立ち寄れる施設がない。もっと、学生が楽しめるような沿線のまちづくりが必要ではないか。
	⑯豊田市の拠点地域核として八草駅周辺に生活利便施設など一定の都市的な機能集積を図り、学生や地域住民に対し利便性の高い生活拠点が形成されるよう市街地整備手法や土地利用計画を検討中。〈豊田市〉

	沿線施設間の往来促進

	· 沿線には素晴らしい施設がたくさんあるが、各施設はフェンスで囲まれており、施設の間を歩いて行き来できない。
	⑰モリコロパークと知の拠点（及び陶磁資料館）の間を歩いて行き来できるよう、知の拠点の整備後にフェンスを開放する方向で検討中。〈県〉

	· 愛・パークと隣接するあいち海上の森センターとの往来には少し回り道が必要である。２つの施設の魅力をトータルでアピールし、万博の理念を継承するためにも一体的な活用を検討していきたい。
	⑱日常的な往来はできないが、愛･パークの開園イベントや市制施行80周年記念関連イベント等は、海上の森センターや愛知工業大学と連携し、両施設間の自由往来が可能となる形で開催しており、今後もこうした形での取組を継続。〈瀬戸市〉

	愛知環状鉄道との連携、鉄道としての魅力向上

	· 愛知環状鉄道との連携、鉄道としての魅力を持つことが必要である。

· 長久手町リニモ活性化会議は、沿線の開発などとは別にリニモの知名度を高めて、楽しく乗ってもらえるようにお祭りなどのイベントを行っている。
	⑲リニモと愛知環状鉄道が連携したウォーキングイベントの開催回数を増加（H20年度：１回 ⇒ H 21年度：２回）。また、リニモ関連イベントのＰＲポスターを愛知環状鉄道の駅で掲示。〈県・沿線市町〉
⑳イルミネーション列車やお化け屋敷列車を走らせるなどイベントに絡めたリニモの情報発信と魅力向上を推進。〈長久手町・長久手町リニモ活性化会議〉

	緑化の推進
	

	· 万博の理念継承という観点からも長久手町において緑化率を高くするなどの取組を検討してはどうか。
	 eq \o\ac(○,21)長久手中央土地区画整理事業をはじめ沿線の面整備地区やグリーンロード等を重点緑化地区に指定し、緑化の推進を図る旨を新しい「長久手町緑の基本計画」（本年３月末策定）に記載予定。〈長久手町〉

	高齢化への対応
	

	· 高齢化の問題を現実問題として捉え、十分に考慮した上でのまちづくりが必要ではないか。
	 eq \o\ac(○,22)コミュニティバスなどフィーダー交通を充実することにより、高齢者の足の確保とリニモの利用促進に図っていく。〈沿線市町〉

 eq \o\ac(○,23)長久手町では高齢者外出促進事業として65歳以上の高齢者にリニモカードを配っている。〈長久手町〉



１





資料１－１





２











